


































































［ふくれる ・ドーナツ・ 東京圏の人口 上］（42.12.12）
東京がポンプ役 周辺3県へ吐き出す 大半が23区に職場
［ふくれる ・ドーナツ・ 東京圏の人口 中］（42.12.13）
広がる通勤圏 周辺，軒並み急増 都心の空洞化現象進む






























































































































ここで成人した愛着 自分たちの生活の場として いつまでも ・ふるさと・守ろう
［車のある人，ない人…団地の対立 駐車場づくりをめぐって］（46.4.25）



































































































































































































毎日新聞（％） 朝日新聞（％） 讀賣新聞（％） 日本経済新聞（％）
スプロール化 6（21） 3（13） 2（5） 18（47）
生 活 環 境 8（29） 7（29） 11（28） 13（34）
コミュニティ 10（36） 6（25） 15（38） 4（11）
家 族 4（14） 8（33） 11（28） 3（8）
合 計 28（100） 24（100） 39（99） 38（100）
（％）は小数点以下四捨五入
その例外ではなく，物的豊かさを追求したファーストステージに属する。しかし昭和40年代はその
最終段階に相当し，セカンドステージへの移行を示唆する現象が散見しだした時代ともいえる。
近代生活さらには現代生活の変容を，アパート団地や郊外住宅など郊外型生活の諸相から考察する
視座は今後も有意味であると考える。たとえばファーストステージの「公共の福祉」はセカンドステ
ージでは「新しい公共圏」としてどのような変容を遂げるのであろうか。グローバル化が進行するな
かでの「新しい公共圏」とは。価値観の多様化時代にあってどのように対処するのか。近代のセカン
ドステージは別名リキッドモダニティといわれるほどに，絶対的基準が存在するのではなく，相対的
流動的基準の世界といわれている。その方向性あるいは可能性を郊外生活とその生活者の「ゆるやか
なつながり」のなかに追究したいと考えている。
註
（註1）
西脇和彦「〔資料〕昭和40年代の生活世界（その1～その4）」『学苑近代文化研究所紀要』No.803，815，827，
839，昭和女子大学，平成19年9月～平成22年9月
（註2）
当初5階建てアパートにエレベーターは設置されなかった。そこで後付としてエレベーター棟を階段と対面さ
せる位置に建設した都営狛江アパートのケースを紹介する（写真左:エレベーター棟外観，写真右:エレベーター棟正
面）。同所では現在約50棟の半分にエレベーター棟が設置されている（同自治会の説明による）。
（註3）
新郊外（遠郊）の一例として小田急線の鶴巻温泉駅をあげた（写真左）。周囲にはその名の通り温泉（鉱泉）や
ハイキングコースがあるが，現在は郊外住宅地の雰囲気が漂う。日中は駅前の駐輪場，駐車場はほぼいっぱいで
ある（写真右）。また夕刻は電車が到着するたびに，駅前道路にはお迎えのマイカーが列を成す。
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（註4）
複線化の進展例として小田急線成城学園前駅周辺の様子（写真左）を，地下鉄と私鉄の相互乗り入れの実現を
代々木上原駅（写真右）のケースで紹介した（前者では両側が各駅停車用線路で中央2線路が特急急行用，後者にあっ
ては両側が小田急線，中央が地下鉄千代田線）。
（註5）
写真はJAいせはら（比々多）農産物直売センター。
地元の新鮮な朝採り野菜花卉タマゴ，米，豆腐，
ジャムやジュース，漬物，園芸用品が販売されている。
「毎日新鮮，豊富な野菜」がキャッチフレーズ。生野
菜のおいしさは格別で，花の活きのよさと日保ちのよ
さにも驚く。撮影時刻が閉店間際のため人影が見当た
らないが，こうしたJAの農産物直売所はどこも午前
中が大盛況である。
（註6）
写真左は現在の二子玉川駅周辺。いまや現地は人気スポット。ショッピングセンターには約2000台を収容す
る駐車場があるが，オープン当時がら空きであった駐車場は現在では平日でも混雑するほどになった（写真右）
（撮影は2011年7月7日木曜日）。
（にしわき かずひこ 文化創造学科教授近代文化研究所所員教授）
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掲載写真はすべて筆者が撮影した。
